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Thank you.
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Thank you.

⿊部ルートの概要
➢ ⿊部ルート

２

・⿊部ルートとは、⿊部川上流の欅平から⿊部ダムにいたる弊社の⽔⼒発電設備の保守・運営のための
人員・資機材輸送専用ルートです。
・⿊部川第三発電所建設のため昭和１４年に建設されたトンネルと、⿊部川第四発電所建設のため
昭和３３年に建設されたトンネルにより、欅平と⿊部ダム間約１７ｋｍが結ばれています。
・輸送⼿段は、輸送距離５００ｍの下部専⽤鉄道、昇降⾼約２００ｍの竪坑エレベーター、輸送距離
６.５ｋｍの上部専⽤鉄道、⾼低差４５６ｍ・勾配３４度のインクライン、輸送距離約１０.２ｋｍの
⿊部トンネルです。



Thank you.

下部専用鉄道 ３

・欅平駅ホームから約５００ｍを進み、約８０ｍのスイッチバックで竪坑
エレベーター下部前にいたるトンネルです。
・竪坑エレベーター前での乗降⾞スペースの関係から客⾞３輌(５７名)が
限度となっています。



Thank you.

竪坑エレベーター

・昭和１４年に竣⼯。⽇本電⼒㈱により⿊部川第三発電所の取⽔のための
仙⼈⾕ダムと、⽔路トンネルを建設するために作られました。
・付近の河川勾配が１／２４と急であったため、欅平から川沿いに鉄道を
延ばすことができず、山の中腹を２００ｍ垂直に貫いたものです。
・人荷用は定員３６名で、１分２０秒で２００ｍを移動します。

４



Thank you.

上部専用鉄道

・昭和１４年に⿊部川第三発電所の建設のため、
欅平竪坑上部から仙人谷まで、約５.７kmが
作られました。

・阿曽原〜仙⼈⾕間の約５００ｍにわたり、
岩盤温度が⾼く⾼熱地帯になっていることから、
高熱隧道と呼ばれ工事は難航を極めました。
・⿊部川第四発電所の建設にあたり、仙⼈⾕から
さらに上流に８００ｍ延⻑しました。

・総延⻑約６.５ｋｍをバッテリートロッコ電⾞で
移動します。

５



Thank you.

上部専⽤鉄道（客⾞） ６



Thank you.

７上部専用鉄道（トンネル内部）



Thank you.

８上部専用鉄道（トンネル内部）

290330

素堀りトンネル部 巻⽴トンネル部 カルバート敷設部

：巻⽴箇所：素堀り箇所（吹付含む） ：カルバート箇所

上部軌道〔欅平上部〜⿊四発電所〕 延⻑6.5km ： トンネル（巻⽴部1.9km（カルバート部0.3km含む）、素堀部（吹付含む）4.5km）、明かり0.1km

：専用鉄道の建築限界



Thank you.

９参考（トンネル内部の点検）

・上部専⽤鉄道においては、定期的に点検および浮⽯処理を実施して
いるものの、落盤の危険性がないとは⾔えません。

点検の様子



Thank you.

１０インクライン（ケーブルカー）

・昭和３４年に完成。⿊部川第四発電所建設に必要な資材、機材を輸送するために⿊部川第四
発電所から作廊谷に建設。
・⻑さ：約８１５ｍ、⾼低差：４５６ｍ、傾斜⾓度：３４度、最⼤積載能⼒：２５ｔ、所要
時間２０分、定員３６名

設備概要
・最大積載能力 25ｔ
・運転速度 約40m/分(所要時間20分)
・鋼索直径 56mm
・着工 昭和32年8月
・運転開始 昭和34年11月

インクライン上部
標高1,325m

インクライン下部
標高869m

黒部川第四発電所

宇奈月方面→

黒部ダム方面

→

∞

A車両

34
度

機械室

B車両

456m
中間
横杭

中交換箇所



Thank you.

11⿊部トンネル内部



以下の２点について、実現に向けてご協⼒をお願いしたい。

○現在、安全かつ発電事業に⽀障なく通過している公募⾒学会枠・関電の
お客さま枠年間約 4,000人分を 旅⾏商品の⼀部に組み込んで販売し、
観光客に開放

○さらに、安全性の確保を前提として参加者枠を拡大

・現⾏の公募⾒学会枠を1日4便に倍増
34日 × 4便 × 30人 ＝ 年間4,080人（1日あたり120人）

・⿊部峡⾕鉄道の開通期間（5⽉〜11月）の土日（60日）に
各10便実施
60日 × 10便 × 30人 ＝ 年間約18,000人（1日あたり300人）

・合計 年間約22,000⼈程度を目標

富山県からのご要請 12



旅⾏商品化に対する基本的な考え⽅
〔現⾏〕
○⿊部ルートは、ダムおよび発電所の保守・工事用の最低限の設備にすぎず、公募
⾒学会の実施については、電気事業にご理解を深めていただくという目的に限り、
当社事業の一環として、当社の責任と判断で安全を確保できる範囲で実施して
いるものです。

〔旅⾏商品化に際して〕
○広く観光を⽬的とした旅⾏商品では、法令や社会的責任を踏まえ、⿊部ルートの
管理運⽤を⾏う当社の責任の内容も異なります。また、当然、お客さまの求められ
るもの、要求水準も高まるため、商品として販売される以上、増加するインバウンド
への対応も含め、ハード⾯、ソフト⾯をそれに⾒合ったものにしていく必要があると考え
ています。
○トンネルの落盤対策や避難経路の整備等が⼗分でないことから、安全⾯において
の課題があると考えています。
○⽴⼭⿊部の世界ブランド化にふさわしい旅⾏商品のご提供に当たっては、一般の
観光客をご案内するための安全確保として必要な安全対策について、鉄道関係の
専⾨家、弁護⼠、旅⾏会社などのご意⾒をお聞きしたうえで、当社が必要と判断
したハード面、ソフト面の安全対策を講じていく必要があると考えています。
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旅⾏商品化に向けた安全対策等

○以上の考え方に基づき、旅⾏商品化を開始するにあたり必要な安全対策
工事は次の通りと考えています。

・落盤防止対策の強化
・⾞両の対策
・避難誘導設備の設置 等

○ また、電⼒供給⽀障事故を防ぐ観点からも、電⼒保安設備の対策⼯事
の実施が必要となります。
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安全対策（案）の概要（1/2） 15

対策の種別 事象の例 安全対策（案）の例

落盤対策 脱線
人身被害

未補強のトンネル部について、物理的な対策⼯事を実施
（既に実施済みの補強対策やトンネル内の地質などを考慮し、
場所毎の必要性を評価した上で検討）
【具体例】
・ロックボルト＋⾦網設置＋モルタル吹付け
・カルバート未設置部へのカルバート設置 等
＜実施済みの対策＞
・落⽯防⽌柵の設置 等

⾞両対策
脱線
火災
人身被害

・ＡＴＳ（⾃動列⾞停⽌装置）の装備
・ＥＢ（緊急列⾞停⽌装置）の装備
・貫通⼝、貫通路の設置
(⾞両の最後部の後端からスムー⽌に避難できるように整備)
・⾞⽌装置の設置 等
＜実施済みの対策＞
・ブレーキの二重化
・貫通ブレーキの設置
・無線整備 等



安全対策（案）の概要（2/2） 16

対策の種別 事象の例 安全対策（案）の例

避難誘導
対策

脱線
火災
人身被害

・避難通路の整備
（照明、誘導灯、レール間踏板設置等）
・避難場所の整備 等
（予備電源による換気設備、照明、自動火災報知設備、
不燃化等）

＜実施済みの対策＞
・無線整備 等

その他
(ソフト面の
安全対策）

＜実施済みの対策＞
⾒学者の安全確保の観点から、以下のルールを制定。
・係員の指示に従うこと
・⼩学校５年⽣以上で乗り物の乗降や階段の歩⾏に⽀障の
ないこと（小学生は保護者同伴要。）

・ヘルメットの着用
・⾏動しやすい服装と⼿荷物を少なくすること
・杖、⾞イスなどの歩⾏補助器具を使⽤しての通⾏禁⽌



旅⾏商品化の具体的内容について

○ 旅⾏商品化にあたっては、当社側がその主体となることは難しいものの、⿊
部ルートを⼀般の観光客にご利⽤いただく観点から、その実施⽅法、実施
体制、責任の所在、安全対策や運営費用の負担などについて、ご要請を
いただいている富山県から、具体的な内容をお示しいただいた上で、協議
をさせていただきたいと考えております。
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